
（
二
）
支
援
障
害
学
生
*
１
数

：

二
、
二
五
六
人
（
全
学
生
数
に
対
す

る
割
合
は
〇
・
〇
七
％
）

支
援
障
害
学
生
が
０
人
の
学
校
数

：

六
九
九
校
（
回
答
校
全
体

の
五
九
・
九
％
）

支
援
障
害
学
生
が
一
人
以
上
在
籍
す
る
学
校
数

：

四
六
八
校

（
回
答
校
全
体
の
四
〇
・
一
％
）

（
三
）
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
施
校
数
状
況

ア
授
業
保
障
*
２

：

三
九
七
校
（
回
答
校

全
体
の
三
四
・
〇
％
）

イ
研
修
・
啓
発
活
動

：

四
三
五
校
（
回
答
校

全
体
の
三
七
・
三
％
）

ウ
委
員
会
等
設
置

：

八
八
校
（
回
答
校
全

体
の
七
・
五
％
）

エ
部
署
・
機
関
設
置

：

二
八
校
（
回
答
校
全

体
の
二
・
四
％
）

オ
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
業

務
* ３
を
専
門
に
行
っ

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
配

置

：

四
〇
校
（
回
答

校
全
体
の
三
・
四
％
）
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�平
成
一
八
年
度
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す

る
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

本
機
構
で
は
、
全
国
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
を
対
象

に
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
本

調
査
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
二
回
目
で
あ
り
、
結
果
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
調
査
概
要
及
び
回
収
状
況

（
一
）
目

的

：

今
後
の
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
方
策
を

検
討
す
る
上
で
、
全
国
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
（
以
下
「
学
校
」
と
い
う
。
）
に
お

け
る
障
害
学
生
の
状
況
及
び
そ
の
支
援
状
況
に
つ

い
て
把
握
し
、
障
害
学
生
の
修
学
支
援
の
充
実
に

資
す
る
。

（
二
）
対

象

：

大
学
（
大
学
院
及
び
大
学
院
大
学
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）
短
期
大
学
（
部
）（
大
学
内
に
短
期
大
学

部
を
有
し
て
い
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
、

高
等
専
門
学
校
（
専
攻
科
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）

（
三
）
調
査
方
法

：

郵
送
に
よ
る
悉
皆
調
査

（
四
）
調
査
期
日

：

平
成
一
八
年
五
月
一
日
現
在

（
五
）
回
収
状
況

：

回
答
校
数
一
、
一
六
七
校
（
回
収
率
九
三
・
八
％
）

二
調
査
結
果
概
要

（
一
）
障
害
学
生
数

：

四
、
九
三
七
人
（
全
学
生
数
に
対
す
る
割
合
は

〇
・
一
六
％
）

障
害
学
生
が
０
人
の
学
校
数

：

四
九
七
校
（
回
答
校
全
体
の
四

二
・
六
％
）

障
害
学
生
が
一
人
以
上
在
籍
す
る
学
校
数

：

六
七
〇
校
（
回
答

校
全
体
の
五
七
・
四
％
）
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�｢
帰

国
外

国
人

留
学

生
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

発
行

｣

の
ご
案
内

本
機
構
留
学
生
事
業
部
交
流
事
業
課
で
は
帰
国
外
国
人
留
学
生
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
新
た
な
取
組
と
し
て
同
留
学
生
向
け
の
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
を
本
年
七
月
に
創
刊
す
る
予
定
で
す
。

我
が
国
へ
留
学
し
て
い
た
方
々
と
の
交
流
を
帰
国
後
も
継
続
し
て
い

く
た
め
の
一
助
と
し
て
本
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
り
帰
国
外
国
人
留
学

生
へ
定
期
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
、
帰
国
外
国
人
留
学
生
及
び
帰
国
ま
た
は
卒
業
予
定
の
留
学
生

の
方
々
へ
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
併
せ
て
、
帰
国
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
の
取
組
や
計
画
、

ま
た
は
帰
国
外
国
人
留
学
生
が
参
加
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
（
国
内
外
を
問

い
ま
せ
ん
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
同
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
中
で
紹
介
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

67

今
回
の
調
査
か
ら
、
障
害
学
生
総
数
が
四
、
九
三
七
人
（
全
学
生
数

に
対
す
る
割
合
は
〇
・
一
六
％
）
在
籍
し
て
お
り
、
障
害
学
生
が
在
籍

し
て
い
な
い
学
校
が
全
体
の
約
四
割
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
支
援
障
害
学

生
総
数
が
二
、
二
五
六
人
（
全
学
生
数
に
対
す
る
割
合
は
〇
・
〇
七
％
）

在
籍
し
て
お
り
、
支
援
障
害
学
生
が
在
籍
し
て
い
な
い
学
校
が
約
六
割

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

障
害
学
生
に
対
す
る
授
業
保
障
、
障
害
学
生
に
関
す
る
研
修
・
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
が
全
体
の
三
割
を
超
え
る
一
方
で
、
委
員
会

の
設
置
、
部
署
・
機
関
の
設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
る
学
校
は
、
い
ず
れ
も
全
体
の
一
割
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
機
構
の
事
業
と
し
て
、
七
つ
の
大
学
（
宮
城
教

育
大
学
、
筑
波
大
学
、
日
本
福
祉
大
学
、
同
志
社
大
学
、
関
西
学
院
大

学
、
広
島
大
学
、
福
岡
教
育
大
学
）
の
ご
協
力
に
よ
り
、
障
害
学
生
支

援
担
当
者
の
悩
み
に
お
応
え
す
る
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る
際
、
ど
う
い
っ
た
支
援
が
必
要
か

を
メ
ニ
ュ
ー
形
式
で
情
報
提
供
し
た
「
障
害
学
生
修
学
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」

や
、
障
害
学
生
の
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
、
入
学
準
備
か
ら
入
学
後
の

様
々
な
場
面
で
の
必
要
な
支
援
体
制
や
方
策
を
時
系
列
に
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
「
は
じ
め
て
障
害
学
生
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
」
、

更
に
は
障
害
学
生
修
学
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
疑
問
に
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
解
答
す
る
「
障
害
学
生
支
援
の
た
め
の
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
を
本
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
相
談
事
業
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
、
今

後
よ
り
一
層
障
害
の
あ
る
学
生
の
受
け
入
れ
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◇
実
態
調
査
に
つ
い
て

【
掲
載
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

:/
/
w
w
w
.ja

sso
.g
o
.jp

/
to
k
u
b
etsu

_sh
ien

/
ch

o
sa
0
6.h

tm
l

◇
相
談
事
業
に
つ
い
て

【
掲
載
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

:/
/
w
w
w
.ja

sso
.g
o
.jp

/
to
k
u
b
etsu

_sh
ien

/
so
d
a
n
.h
tm

l

*１
支
援
障
害
学
生

：

学
校
に
支
援
の
申
し

出
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し

て
学
校
が

何
ら
か
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
予

定
を
含
む
。）
障
害
学
生
。

*２
授
業
保
障

：

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
手
話
通
訳
、
点
訳
等
。

*３
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
業

務

：

障
害
学
生
か
ら
の
相
談
対
応
、
障
害
学

生
と
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
絡
調
整
等
。
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�国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
先
輩
が
語
る
日
本
留
学

の
価
値
―
得
た
も
の
・
得
て
ほ
し
い
も
の
―
」

開
催
の
お
知
ら
せ

東
京
国
際
交
流
館
は
、
外
国
人
留
学
生
、
日
本
人
学
生
、
国
内
外
の

研
究
者
が
集
い
語
ら
う
「
国
際
研
究
交
流
大
学
村
」
の
一
拠
点
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
当
館
で
は
、
以
下
の

概
要
の
と
お
り
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
留
学
生
が

帰
国
後
、
産
・
官
・
学
界
に
お
い

て
活
躍
す
る
た
め
に
、
留
学
中
に

身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
ス
キ
ル
や

知
識
に
つ
い
て
、
各
界
で
活
躍
中

の
日
本
留
学
の
先
輩
が
実
体
験
を
踏
ま
え
て
論
じ
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要

・
主
催
日
本
学
生
支
援
機
構

・
日
時
平
成
一
九
年
七
月
一
日
（
日
）

・
場
所
東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ
平
成

東
京
都
江
東
区
青
海
二

－

七
九

国
際
研
究
交
流
大
学
村
内

電
話
〇
三

－

五
五
二
〇

－

六
〇
〇
一

・
参
加
受
付

本
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム（
日
英
同
時
通
訳
あ
り
）

一
三
時

開
会

一
三
時
一
〇
分
基
調
講
演
レ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ー
・
ジ
グ
ジ
ッ
ド
駐

日
モ
ン
ゴ
ル
国
特
命
全
権
大
使

一
四
時

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
第
一

部
「
日
本
で
の
学

び
が
未
来
の
あ
な

た
を
作
る
（
産
業

界
編
）」

一
五
時
四
〇
分
テ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ク

一
六
時

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
第
二

部
「
日
本
で
の
学
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昨年度の国際シンポジウム（基調講演）

昨年度の国際シンポジウム（開催主旨説明）

対
象
者

：

帰
国
外
国
人
留
学
生

購
読
申
込

：

本
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

【
掲
載
先
U
R
L
】
h
ttp://w

w
w
.jasso.g

o.jp/ex
ch
an
g
e/m
ag
azin
e.h
tm
l

配
信

：

平
成
一
九
年
七
月
に
第
一
号
の
創
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
以
降
、

隔
月
発
行
）

定
期
刊
行
に
先
立
ち
本
年
一
月
及
び
三
月
に
発
行
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト

版
は
右
記
の
本
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て

：

英
語
版
と
日
本
語
版
の
併
記
に
よ
り
作
成
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

：

日
本
学
生
支
援
機
構
留
学
生
事
業
部
交
流
事
業
課

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
事
業
係

〒
一
五
三

－

八
五
〇
三
東
京
都
目
黒
区
駒
場
四

－

五

－

二
九

電
話

：
〇
三

－

六
四
〇
七

－

七
四
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

：
〇
三

－

六
四
〇
七

－

七
四
六
〇

E
-m
a
il ：

ef3@
ja
sso
.g
o
.jp
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カテゴリー案 コンテンツ案

JASSOからのお知らせ

・「フォローアップ事業」の紹介

・「留学フェア」の紹介

・「日本留学試験」の紹介

・JASSO海外事務所便り

学術情報関連

・「日本の学術団体が実施する事業」の紹介（学術シ

ンポジウム等）

・「日本語関連試験」の紹介（日本語能力試験等）

帰国留学生事情の紹介

・「日本の大学等での活動、事業」の紹介（同窓会

活動等）

・「海外の帰国留学生会」の紹介

・「帰国留学生OB/OG」の紹介

日本事情の紹介
・「日本事情」の紹介（スポット、グルメ、文化等）

・「留学生と地域との交流」の紹介
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び
が
未
来
の
あ
な
た
を
作
る
（
官
界
・
学
界
編
）」

一
七
時
四
〇
分
全
体
総
括
・
閉
会

一
八
時

ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
（
一
九
時
半
終
了
）

�日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
入
学
式

東
京
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
七
〇
年
の
歴
史
を
も
つ
日
本
語
学
校

で
、
充
実
し
た
指
導
体
制
の
元
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
進
学
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
世
界

一
二
六
ヶ
国
、
約
二
万
人
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
、
全
国

の
国
立
大
学
、
私
立
大
学
等

へ
進
学
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
日
本
語
教
育

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
三

〇
年
以
上
に
わ
た
る
経
験
と

実
績
に
基
づ
く
多
く
の
進
学

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
に
八
五
ヶ
国
、

約
一
万
人
が
卒
業
し
、
卒
業

生
の
多
く
は
、
大
学
等
に
進

学
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出

身
国
に
戻
り
産
業
界
や
教
育

界
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

平
成
一
九
年
四
月
六
日

（
金
）
、
東
京
日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー
の
平
成
一
九
年
度
一

年
コ
ー
ス
の
入
学
式
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。
式
当
日
に
は
、

新
入
生
二
三
ヶ
国
一
八
二
名

の
留
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
一
九
年
四
月
一
〇
日

（
火
）、
ク
レ
オ
大
阪
中
央
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大
阪
日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー
の
平
成
一
九
年
四
月
生
入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
派
遣
留
学
生
八
〇
名
を
含
む
、
二
四
ヶ

国
・
地
域
か
ら
一
九
八
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

北
原
保
雄
日
本
学
生
支
援
機
構
理
事
長
は
挨
拶
で
「
限
ら
れ
た
短
い

期
間
で
日
本
語
や
そ
の
他
の
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
は
大
変
な
努
力
を

要
す
る
が
、
経
験
豊
か
で
熱
心
な
教
員
が
、
楽
し
く
充
実
し
た
授
業
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と
新
入

生
に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
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機 構 だ よ り


